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基本健康診査受診率と老人保健給付分による診療費

ならびに診療実日数との関連
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目的　老人保健法に基づく基本健康診査受診率（健診受診率），および市町村保健センターの設

置の有無と，老人保健給付分による一人当たり診療費，ならびに一人当たり診療実日数との

関連を明らかにする。さらに，健診受診率と関連のある要因について分析する。

方法　全国3,252市町村の全数を対象として，平成5年度分の健診受診率の区分別に，一人当た

り診療費，ならびに一人当たり診療実日数の平均値を比較した。同様に，市町村保健センタ

ーの設置の有無別に，一人当たり診療費，ならびに診療実日数の平均値を比較した。また，

健診受診率を従属変数とし，人口，高齢化率，市町村保健センターの設置の有無，財政力指

数，人口当たりの病床数，および人口当たりの保健婦数（対数値）を説明変数とした強制投

入法による重回帰分析を実施した。

成績 (1)　一部を除くすべての人口区分の市町村において，健診受診率が30％以下の市町村，

30％以上50％未満の市町村，ついで50％以上の市町村の順に一人当たり診療費，および診療

実日数の平均値は低値であった。

　(2)　一部を除くすべての人口区分の市町村において，市町村保健センターを設置している

市町村は，設置していない市町村と比較して，一人当たり診療費，および診療実日数の平均

値は低値であった。

　(3)　重回帰分析の結果，健診受診率は，人口，高齢化率，市町村保健センターの設置の有

無，財政力指数，人口当たりの病床数，および人口当たりの保健婦数と有意な関連が認めら

れた。人口当たりの保健婦数の標準偏回帰係数は0.32と最も高値であった。

結論　老人保健法に基づき，全国画一的に実施されている基本健康診査ではあるが，その受診率

の向上は，老人保健給付分の一人当たり診療費，および診療実日数の抑制に寄与しているこ

とが示唆された。同様に，保健事業の拠点施設である市町村保健センターの設置について

も，一人当たり診療費，および診療実日数の抑制に寄与していることが示唆された。また，

市町村の健診受診率を向上させるためには，保健婦の量的な充実が有効であることが示され

た。
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